
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文
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○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
抄
）

（
償
還
金
）

第
九
十
九
条

防
衛
医
科
大
学
校
卒
業
生
は
、
当
該
教
育
訓
練
の
修
了
の
時
以
後
初
め
て
離
職
し
た
と
き
は
、
防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た

者
に
あ
つ
て
は
そ
の
修
了
後
九
年
以
上
の
期
間
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
修
了
後
六
年
以
上
の
期
間
隊
員
と
し
て
勤
続
し
て
い

た
場
合
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
の
教
育
訓
練
に
要
し
た
職
員
給
与
費
、
研
究
費
そ
の
他
の
経
常
的
経
費
の
当
該
教
育
訓
練
を
受
け
る
者
一
人
当
た
り
の
額
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
、
当
該
教
育
訓
練
の
修
了
後
の
隊
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
を
国
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

死
亡
に
よ
り
離
職
し
た
と
き
。

二

公
務
に
よ
る
災
害
の
た
め
心
身
に
故
障
を
生
じ
、
第
四
十
二
条
第
二
号
の
規
定
に
該
当
し
て
免
職
さ
れ
た
と
き
、
又
は
同
条
第
四
号
の
規
定
に
該
当
し
て
免
職
さ
れ
た
と
き
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
義
務
は
、
本
人
の
死
亡
に
よ
り
消
滅
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
心
身
障
害
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
が
で
き
な
く
な
つ
た
者
に
対
し
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
償
還
す
べ
き
金
額
の
全
部
又
は

一
部
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
償
還
金
の
金
額
）

第
百
二
十
条
の
十
五

法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

法
第
六
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
防
衛
医
科
大
学
校
卒
業
生
（
以
下
「
卒
業
生
」
と
い
う
。
）
の
当
該
教
育
訓
練
の
修
了
の
時
以
後
初
め
て
離
職
し
た
日
（
以
下
「
離
職
の

日
」
と
い
う
。
）
が
当
該
教
育
訓
練
の
修
了
の
日
（
以
下
「
卒
業
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
に
属
す
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者

別
表
第
十
一
イ
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
卒
業
生
の
卒
業
日
の
属
す
る
月
の
区
分
に
応
じ
て
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
金
額

ロ

防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者

別
表
第
十
一
ロ
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
卒
業
生
の
卒
業
日
の
属
す
る
月
の
区
分
に
応
じ
て
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
金
額

ハ

防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者

別
表
第
十
一
ハ
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
卒
業
生
の
卒
業
日
の
属
す
る
月
の
区
分
に
応
じ
て
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
金
額

二

卒
業
生
の
離
職
の
日
が
卒
業
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
月
に
属
す
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
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金
額

イ

防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者

百
八
月
か
ら
卒
業
日
以
後
離
職
の
日
ま
で
の
月
数
を
控
除
し
た
月
数
を
百
八
月
で
除
し
て
得
た

数
値
を
前
号
イ
に
定
め
る
金
額
に
乗
じ
て
得
た
金
額

ロ

防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者

七
十
二
月
か
ら
卒
業
日
以
後
離
職
の
日
ま
で
の
月
数
を
控
除
し
た
月
数
を
七
十
二
月
で
除
し
て

得
た
数
値
を
前
号
ロ
に
定
め
る
金
額
に
乗
じ
て
得
た
金
額

ハ

防
衛
省
設
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者

七
十
二
月
か
ら
卒
業
日
以
後
離
職
の
日
ま
で
の
月
数
を
控
除
し
た
月
数
を
七
十
二
月
で
除
し
て

得
た
数
値
を
前
号
ハ
に
定
め
る
金
額
に
乗
じ
て
得
た
金
額

２

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
卒
業
日
以
後
離
職
の
日
ま
で
の
月
数
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
卒
業
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
離
職
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数
に
よ
る
も
の
と

し
、
当
該
期
間
中
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
月
数
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一

休
職
（
公
務
に
よ
る
災
害
の
た
め
心
身
に
故
障
を
生
じ
休
職
に
さ
れ
た
場
合
又
は
第
五
十
六
条
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

停
職
の
期
間

当
該
休
職
又
は
停
職
の
期
間
の
開
始
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
休
職
又
は
停
職
の
期
間
の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

二

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
た
期
間

当
該
育
児
休
業
の
期

間
の
開
始
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

三

国
家
公
務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
法
律
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
期
間

当
該
自
己
啓
発
等
休

業
の
期
間
の
開
始
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

四

国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
期
間

当
該
配
偶
者
同
行

休
業
の
期
間
の
開
始
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

五

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
と
し
て
行
う
研
修
を
命
ぜ
ら
れ
た
期
間

当
該
研
修
の
期
間
の
開
始
の
日
の

属
す
る
月
か
ら
当
該
研
修
の
期
間
の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

六

国
家
公
務
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た

期
間

当
該
留
学
の
期
間
の
開
始
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
留
学
の
期
間
の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

３

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇

等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
隊
員
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
隊
員
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
機
関
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。
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